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魔力の胎動     東野 圭吾／著 

おらおらでひとりいぐも 若竹 千佐子／著 

かがみの孤城      辻村 深月／著 

棲月        今野 敏／著 

未来        湊 かなえ／著 

盤上の向日葵        柚月 裕子／著 

屍人荘の殺人     今村 昌弘／著 

あやかし草紙    宮部 みゆき／著 

大家さんと僕        矢部 太郎／著 

路上の X      桐野 夏生／著 

＼平成 30 年７月 1日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ 

編集・発行 函館市中央図書館 指定管理者 TRC函館グループ 

〒040-0001 北海道函館市五稜郭町 26番 1号 

TEL（0138）35-5500 FAX（0138）35-5525 

ラプラスの魔女       東野 圭吾／著 

おまじない         西 加奈子／著 

銀河鉄道の父       門井 慶喜／著 

カットバック       今野 敏／著 

青くて痛くて脆い    住野 よる／著 

オンナの奥義     阿川 佐和子／著 

おもかげ      浅田 次郎／著 

凶犬の眼      柚月 裕子／著 

剣と十字架      佐伯 泰英／著 

刑事の怒り     薬丸 岳／著 

 8月は２回の「郷土の歴史講座」を開催します。テーマは石川啄木と、道南・八雲を舞台とした名

作「コシャマイン記」（鶴田知也／著）についてです。ぜひどちらもご参加ください。 

公益財団法人函館市文化・スポーツ振興財団創立 30 周年記念 

文学館開館 25 周年記念「石川啄木講座」 

日時：平成 30 年 8 月 18 日（土） 

14：00～16：00（13：30 開場） 

場所：函館市中央図書館 視聴覚ホール 

講師：山本玲子氏（啄木ソムリエ） 

参加料無料/事前申込制（定員１５０名） 

申込み・問合せ：函館市文学館（☎22-9014） 

第４７回 野間読書推進賞受賞記念 

函館朗読紀行 VOL.１２ 第３回芥川賞受賞作 

 

日時：平成 30 年 8 月 23 日（木） 

13：30～15：30（13：00 開場） 

場所：函館市中央図書館 視聴覚ホール 

朗読：函館朗読奉仕会、やくも朗読サークル 

参加料無料/申込不要（定員１５０名） 

問合せ：函館朗読奉仕会 末永玲子（☎55-5316） 

 

 

「啄木と智恵子～オーロラの友情～」 「コシャマイン記～今甦る先人の声が魂が～」 



 

タイトル：「いつもの自分が 

やらないほうをやってみる」  

カレーライスやスパゲッティ、オムライスなど、海外が発祥の食べ物でありながら日本

で独自に発展してきた「洋食」。この本では、各地の風土や食材とともに発展し、日本の食

文化を形づくってきた洋食のルーツから、日本の歴史や文化を紐解いていきます。 

私たちが暮らす函館も洋食文化を育んできた土地のひとつです。家庭料理としては登場

する機会が少ない「ロシア料理」ですが、函館とはとても密接な関わりがありました。 

日本の洋食、味も歴史も奥が深いです。 

タイトル：「日本の洋食」 

タイトル：「校閲記者の目」 
 

「大根くださ～い」のテンションで言いたいことを言ってみると、何だか暗い言葉も

明るく感じます。ちょっと辛い時や疲れた時に試してみると笑えるかもしれません。 

いつもやらないほうの自分を試してみると、心が軽くなったり、新しい自分が発見さ

れたり、楽しいことがおこる気がします。 

目次を読んで気になったらページを開いてみてください。 

著者：毎日新聞校閲グループ 出版社：毎日新聞出版（2017年 9月） 

著者：鳥居 ミコ 出版社：サンマーク出版（2018年 1月） 

新聞に使われている文字や言葉、記事の内容は正しいもの。そんな読者にとっての当

たり前を守り続ける「校閲記者」が、日々の業務で見つけた間違い事例を一挙紹介。言

葉のセンスを磨くためのコツや、あらゆるミスを見逃さないプロの技術を伝授します。 

 新聞制作を陰で支える校閲の仕事を知ると、毎日何気なく読んでいる新聞の見方が 

変わるかもしれません。 

著者：青木 ゆり子 出版社：ミネルヴァ書房（2018年 5月） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（） 

  

蝦夷島奇観 巻 6 

(1810633048-003) 

当館所蔵の「蝦夷島奇観」に

描かれた箱館を集めてみまし

た。 

デジタル資料館で比べてご覧

いただけます。 

館
長
随
想
（
二
十
八
） 

 

学
校
が
夏
休
み
に
な
り
、
図
書
館
で
も
朝
か
ら
小
中
学
生
の
姿
を
見
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
姿
が
め
っ
き
り
増
え
る
の

は
、
毎
年
八
月
も
十
日
く
ら
い
過
ぎ
た
頃
か
ら
で
す
。
夏
休
み
の
宿
題
を
、

追
い
込
み
で
一
所
懸
命
な
様
子
を
見
て
回
る
と
、
も
う
ち
ょ
っ
と
早
く
か

ら
頑
張
っ
て
い
れ
ば
楽
だ
っ
た
の
に
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
私
も
休

み
の
終
盤
慌
て
て
い
た
一
人
で
す
。 

 

夏
休
み
の
課
題
で
、
昔
か
ら
一
様
に
苦
労
す
る
の
が
自
由
研
究
で
す
。

自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
手
順
も
考
え
る
と
い
う
の
は
、
普
通
の
勉
強

で
は
な
い
こ
と
で
す
。
世
の
中
に
出
る
と
テ
ー
マ
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
小
中
学
生
時
代
、
毎
年
夏
休
み
だ
け
で
も

自
由
研
究
を
行
う
の
は
、
社
会
人
に
な
る
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
、
夏
休
み
中
フ
ロ
ア
を
歩
い
て
い
る
と
、
自
由
研
究
の
テ
ー
マ

探
し
を
し
て
い
る
親
子
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
中
に
は
お
母
さ
ん
一
人
で

来
て
、
う
ち
の
子
に
ど
の
よ
う
な
事
を
や
ら
せ
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
、
と

言
う
人
も
い
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
お
子
さ
ん
と
来
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。 

 

自
由
研
究
の
テ
ー
マ
が
見
つ
か
ら
な
い
人
に
と
っ
て
、
図
書
館
は
強
い

味
方
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
の
本
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に

も
対
応
し
ま
す
。
肝
心
の
テ
ー
マ
が
決
ま
ら
な
い
と
い
う
人
は
、
思
い
切

っ
て
図
書
館
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
役
に
立
つ
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来

る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
努
め
て
い
ま
す
。 

 

図
書
館
で
自
由
研
究
を
し
た
人
は
、「
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出

品
し
ま
せ
ん
か
。
良
い
研
究
は
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
進
み
、
文
部
科
学

大
臣
賞
受
賞
だ
っ
て
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
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